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� 「総合的学習」でつける力と「キー・コンピ
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� 「総合的学習」のカリキュラム構成の観点

① 課題設定の前提条件として、子どもの十分な

地域のフィールドワーク。

② 「総合的学習」についての事前のイメージの

共有化



③ 具体的な地域での生活との関連において課題

を設定する。

④ 柔軟性をもたせた課題の設定を認める。

⑤ 探究の過程で、情報の根拠と正確性を意識化

させる（批判的リテラシー形成の視点）。

⑥ 学習成果が、「地域」の中だけにとどまらず、

「世界」とのつながりに目を向けさせる。

⑦ 学習場面の中でつねに学びの共同性を保障す

る。

⑧ 主体的な学習の成果として、社会的実践とし

ての具体的行動への発展を見通す。

⑨ 「総合的学習」と「教科」相互往還性を意識

した構想をたてる。

⑩ 学校外の人材とのコラボレーションを創る。

⑪ 教職員間での事前の地域学習と全校協力体制

の確立。



２．盛岡市立生出小学校の「総合的学習」の全体

構想
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３．生出小学校：５年生の実践（２００７年度）
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４．生出小学校：６年生の実践（２００７年度）
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５．「総合的学習」の今後の課題
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